
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

7-2019祝 熊野古道世界遺産登録 15 周年
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市
長
に
よ
る
市
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

テ
ー
マ　

お
わ
せ
S
E
A
モ
デ
ル

　
　
　
　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン(

尾
鷲
三
田
火
力
発
電
所
跡
地
利
用)

に
つ
い
て

　
「
お
わ
せ
S
E
A
モ
デ
ル
」
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン(

尾
鷲
三
田
火

力
発
電
所
跡
地
利
用)

を
テ
ー
マ

に
し
た
市
長
に
よ
る
市
民
懇
談
会

を
、
５
月
７
日
㈫
須
賀
利
町
を
皮

切
り
に
、
早
田
町
、
九
鬼
町
、
賀

田
町
、
古
江
町
、
向
井
、
矢
浜
、

三
木
浦
町
、
曽
根
町
、
梶
賀
町
、

三
木
里
町
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
尾
鷲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
の
懇
談
会
や
尾
鷲
市
婦
人

の
会
連
絡
協
議
会
、
尾
鷲
市
自
主

防
災
会
連
絡
協
議
会
、
尾
鷲
市
自

治
会
連
合
会
の
各
総
会
で
も
ご
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
会
場
に
お
か
れ
ま
し
て
、
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
貴
重
な
ご
意
見
ご
提
案
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
各
会
場
で
行
っ
た
説

明
の
概
要
と
、
い
た
だ
い
た
ご
意

市
民
懇
談
会

テ
ー
マ
の
説
明
内
容

　
地
域
経
済
を
牽
引
し
て
き
ま
し

た
「
中
部
電
力
尾
鷲
三
田
火
力
発

電
所
」
は
、
誠
に
残
念
な
が
ら
昨

年
末
を
も
っ
て
、
50
年
余
り
に
わ

た
る
発
電
事
業
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
部
電
力

か
ら
こ
の
発
電
所
跡
地
を
活
用

し
、
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
新
た
な
産
業
の
創
出
を
尾
鷲
市

と
共
に
進
め
た
い
と
い
う
提
案
を

受
け
、
昨
年
５
月
に
尾
鷲
市
と
中

部
電
力
に
お
い
て
、
発
電
所
跡
地

の
活
用
検
討
を
協
力
し
て
進
め
る

新
た
な
「
協
定
」
を
締
結
し
、
共

存
共
栄
の
理
念
に
基
づ
く
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
昨
年
８
月
に
は
、
当
協
定

に
基
づ
き
、
尾
鷲
市
、
中
部
電
力

に
加
え
、
地
域
経
済
の
牽
引
者
で

あ
る
尾
鷲
商
工
会
議
所
の
３
者
、

さ
ら
に
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

三
重
県
、
三
重
大
学
に
も
参
画
い

た
だ
き
、「
お
わ
せ
Ｓ
Ｅ
Ａ
モ
デ

ル
協
議
会
」
を
発
足
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
約
63
万
㎡
と
い
う
広
大
な
用
地

の
活
用
は
、
当
地
域
の
再
生
を
担

う
重
要
な
位
置
付
け
と
捉
え
、
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
３

月
に
は
、「
お
わ
せ
Ｓ
Ｅ
Ａ
モ
デ

ル
」
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
発
表

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン

セ
プ
ト
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
ふ
る
さ

と
エ
ネ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ

Ｅ
」
を
掲
げ
、「
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
」と「
豊
か
な
自
然
の
力
」で
、

産
業
、
観
光
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

融
合
し
た
拠
点
と
し
て
、
人
々
が

集
い
活
気
あ
ふ
れ
る
「
ふ
る
さ
と

尾
鷲
」
を
目
指
し
て
い
く
方
向
性

を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
基
軸
と
し
た
「
産
業
の
振
興
」、

ま
た
、「
集
客
交
流
人
口
の
拡
大
」

に
向
け
、
事
業
の
検
討
を
進
め
る

部
会
を
設
置
し
、
事
業
の
実
行
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
な
が

ら
、
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
鋭

意
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

見
や
ご
質
問
、
そ
れ
に
対
す
る
回

答
を
抜
粋
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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ご
意
見
・
ご
質
問
へ
の
回
答

Ｑ　
市
民
の
声
を
聞
い
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が

多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定

に
あ
た
っ
て
、
昨
年
11
月
末
ま
で

に
、
広
く
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
、
多
岐
に
わ
た
る
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
は
り「
人

が
集
ま
る
場
所
へ
」
と
の
ご
意
見

が
多
く
、
多
目
的
な
公
園
や
憩
い

の
場
の
創
出
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
、フ
ィ
ー
ル
ド
教
育
の
場
、キ
ャ

ン
プ
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
い
っ
た

宿
泊
施
設
の
整
備
な
ど
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
の

振
興
と
い
う
こ
と
か
ら
、
企
業
誘

致
を
推
し
進
め
て
ほ
し
い
と
の
ご

意
見
も
多
数
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
発
電
所
跡
地

を
活
用
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
そ
し
て
、
産

業
を
振
興
さ
せ
、
雇
用
を
生
み
出

す
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
融
合

し
た
場
所
と
な
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主

体
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
は
ど
う
い
う
も
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
身
に
つ
き

ま
し
て
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
や
広
域
ご
み
処
理
施
設
を
中
心

と
し
た
施
設
か
ら
得
ら
れ
る
排
熱

や
二
酸
化
炭
素
を
主
体
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
か

ら
得
ら
れ
る
電
力
に
つ
い
て
も
検

討
し
な
が
ら
、
産
業
の
振
興
に
活

用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　
発
電
所
跡
地
は
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
が
心
配
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
点
を
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ

る
津
波
は
、
尾
鷲
港
で
約
11
ｍ
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
電
所
跡

地
に
お
い
て
は
、
標
高
が
４
ｍ
で
、

そ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と

な
が
ら
被
害
を
受
け
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
敷
地
全
体
を
津
波
か

ら
守
る
た
め
の
整
備
は
現
実
的
に

不
可
能
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
発
災
時
に
は
、
こ

の
場
所
に
訪
れ
た
方
々
の
人
命
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
し
、

避
難
す
る
通
路
、
避
難
す
る
場
所

と
い
っ
た
安
全
対
策
を
し
っ
か
り

と
考
え
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

Ｑ　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中

部
電
力
と
尾
鷲
市
が
費
用
を
賄
う

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
尾

鷲
市
、
尾
鷲
商
工
会
議
所
、
中
部

電
力
の
３
者
で
進
め
て
お
り
ま

す
。　

　

現
在
、
尾
鷲
市
の
財
政
状
況

が
非
常
に
厳
し
く
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
な
予
算
を
投
入

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

く
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
や
県

に
対
す
る
要
望
や
、
企
業
誘
致
を

し
っ
か
り
進
め
る
こ
と
な
ど
、
現

在
の
財
政
状
況
に
相
応
し
た
考
え

で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　
桟
橋
は
、
釣
り
桟
橋
と
し
て

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
を

含
め
収
益
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
桟
橋
に
つ
い
て
は
、
釣
り
を

楽
し
め
る
よ
う
改
装
す
る
方
向
で

検
討
し
て
お
り
ま
す
。
桟
橋
自
体
、

全
長
で
約
１
０
０
０
ｍ
あ
り
、
日

本
一
の
釣
り
桟
橋
と
し
て
大
き

く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
現
在
、
事
業
を
実
施
す
る
う

え
で
、
必
要
な
事
業
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
巨
大
施
設

の
維
持
管
理
費
は
高
額
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ

る
課
題
を
洗
い
出
し
、
事
業
と
し

て
成
立
で
き
る
よ
う
十
分
な
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　
広
域
ご
み
処
理
施
設
を
ど
こ

の
場
所
に
建
設
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。

Ａ　
広
域
ご
み
処
理
施
設
は
、
東

紀
州
５
市
町
に
お
い
て
協
議
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
先
般
、
発
電
所
の
跡
地
を
建

設
予
定
地
と
す
る
こ
と
で
基
本
合

意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
津
波
対
策
を
施

し
、
環
境
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
そ

し
て
、
周
り
の
景
観
に
も
配
慮
し

た
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

Ｑ　
広
域
ご
み
処
理
施
設
を
発
電

所
跡
地
に
建
設
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

津
波
に
よ
る
被
害
の
心
配
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
対
策
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ

る
津
波
は
、
約
11
ｍ
と
想
定
さ
れ

て
お
り
、
建
設
予
定
地
は
、
標
高

約
４
ｍ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
専
門
家
を
交
え
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、
発
電
所

に
50
ｍ
級
の
建
屋
が
あ
り
、
そ
の

中
に
、
想
定
さ
れ
る
津
波
の
高
さ

以
上
の
位
置
に
、
処
理
施
設
を
建

設
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
安

全
性
確
保
と
い
う
視
点
で
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ 

　
政
策
調
整
課
☎
�
８
１
３
４
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お
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会☎

�
８
１
１
５

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
が
で
き
な

い
場
合
は
、期
日
前
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間

　
７
月
５
日
㈮
～
７
月
20
日
㈯

時
間午

前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場
所

　
尾
鷲
市
役
所

不
在
者
投
票

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、不
在
者

投
票
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。投
票
で
き
る
期
間
と
時
間

は
期
日
前
投
票
と
同
じ
で
す
。

●
病
院
及
び
指
定
施
設
に
入
院
・

入
所
中
の
人

●
出
張
・
就
学
等
で
市
内
に
い
な

い
人

●
郵
便
投
票
制
度
を
利
用
し
て

い
る
人

投
票
所
入
場
整
理
券
と

選
挙
公
報

　
投
票
所
入
場
整
理
券
は
、公
示

日
に
郵
送
し
ま
す
。ま
た
、選
挙

公
報
も
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　

入
場
整
理
券
は
、は
が
き
形

式
で
圧
着
さ
れ
て
三
つ
折
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、同
一
世

帯
２
人
分
ま
で
の
入
場
券
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、入
場

券
裏
側
の
期
日
前
投
票
宣
誓

書
の
記
入
欄
に
、事
前
に
記
入

す
る
こ
と
で
、期
日
前
投
票
手

続
き
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

尾
鷲
市
議
会
　

　
　
　
新
体
制
ス
タ
ー
ト

　
新
し
い
尾
鷲
市
議
会
の
体
制
と
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長

や
組
合
議
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

議長
濵中佳芳子

副議長
奥田尚佳

監査委員
内山將文

議
会
運
営
委
員
会

委員長
村田幸隆

行
政
常
任
委
員
会

委員長
三鬼孝之

副
委
員
長

　
小
川
公
明

委
員

　
三
鬼 

孝
之

   

上
岡 

雄
児

   

三
鬼
和
昭

　
南 

靖
久

　
髙
村
泰
德 

副
委
員
長

　
上
岡 

雄
児

委
員

　
内
山
將
文

　
奥
田
尚
佳

　
楠 

裕
次

　
三
鬼
和
昭

　
村
田
幸
隆

　
仲 

明

小
川
公
明

南 

靖
久

髙
村 

泰
德

野
田
拡
雄

紀
北
広
域
連
合
議
会

（
尾
鷲
市
議
会
選
出
議
員
）

濵
中
佳
芳
子

三
鬼
孝
之

楠 

裕
次

仲 

明
小
川
公
明

野
田
拡
雄

三
重
紀
北
消
防
組
合
議
会

（
尾
鷲
市
議
会
選
出
議
員
）

濵
中
佳
芳
子

三
鬼
孝
之

南 

靖
久

髙
村
泰
德

お
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局

☎
�
８
２
１
１

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日
時　

７
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
７
時
～
午
後
６
時

※
投
票
日
及
び
期
日
前
投
票
の
期
間
に
つ
い
て
は
、予
定
の
た
め
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人

ま
た
は
要
介
護
度
５
の
人
は
、郵

便
投
票
制
度
の
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。
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職
種
・
採
用
予
定
数
・
受

験
資
格

【
事
務
職
】
７
名
程
度

　
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
で
定

め
る
大
学
・ 
短
期
大
学
（
高
等

専
門
学
校
を
含
む
。）・
高
等
学
校

以
上
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
令

和
２
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
。

試
験
内
容
（
第
１
次
試
験
）

【
教
養
試
験
】

　

社
会
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
、
職
務
遂
行
に
必
要
な
基
礎
的

言
語
能
力
、
論
理
的
思
考
力
を
検

証
す
る
筆
記
試
験

【
各
種
検
査
】

 

事
務
適
正
検
査
・
職
場
適
応
性

検
査

【
作
文
試
験
】

　
表
現
力
な
ど
の
能
力
に
つ
い
て

の
記
述
式
試
験
（
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
）

※
前
記
の
ほ
か
に
も
受
験
資
格
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

試
験
案
内
書
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
試

験
案
内
書
は
、
市
役
所
総
務
課
、

各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
数
・
受
験

資
格

【
消
防
職
員
】　　
２
名
程
度

・
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
採
用
後
、
組
合
管
内

（
尾
鷲
市
・
紀
北
町
）
に
居
住
で
き

る
人

・
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
・

短
期
大
学
（
高
等
専
門
学
校
）・
高

等
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
令
和
２

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

・
普
通
自
動
車
１
種
免
許
（
Ａ
Ｔ

車
限
定
不
可
）
を
持
つ
人
、
ま
た

は
採
用
後
１
年
以
内
に
取
得
で
き

る
見
込
み
の
人

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
事
項
）

に
該
当
し
な
い
人

・
心
身
健
全
で
消
防
業
務
に
支
障

が
な
い
人

※
上
記
の
他
に
も
受
験
資
格
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
験
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
内
容
（
第
１
次
試
験
）

【
教
養
試
験
】
高
校
卒
業
程
度
以
上

試
験
日
時　
　
９
月
22
日
㈰　

                 

午
前
10
時
～
12
時

試
験
会
場　

三
重
県
立
松
阪
工
業
高
等
学
校（
松

阪
市
）

尾
鷲
市
職
員

三
重
紀
北
消
防
組
合
職
員

職 員 募 集

試
験
日　
　
９
月
22
日
㈰

試
験
会
場　
中
央
公
民
館

受
付
期
間

　

７
月
12
日
㈮
～
８
月
９
日
㈮　

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分　
（
８
月
９
日
㈮
の
み
午
後
５

時
ま
で
）

※
第
２
次
試
験
は
10
月
下
旬
か
ら

11
月
中
旬
に
実
施
予
定

　
（
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ

  

総
務
課　
☎
�
８
１
１
２

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈪
～
７

月
24
日
㈬ 

（
土
・
日
・
祝
日
は
除

き
ま
す
。）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

提
出
書
類
（
各
１
通
）

・
試
験
申
込
書
：
消
防
本
部
消
防
総

務
課
、
海
山
消
防
署
、
紀
伊
長
島

消
防
署
に
て
交
付

・
三
重
県
市
町
等
職
員
採
用
試
験

申
込
書
：
消
防
本
部
消
防
総
務
課
、

海
山
消
防
署
、
紀
伊
長
島
消
防
署

に
て
交
付

・
履
歴
書
：
全
国
高
等
学
校
統
一

用
紙
ま
た
は
、市
販
用
紙
（
J
I
S

規
格
履
歴
書
）、
写
真
貼
付

・
最
終
学
校
の
卒
業
（
見
込
み
）
証

明
書

・
成
績
証
明
書
ま
た

は
、
調
査
書
（
全
国

高
等
学
校
統
一
用

紙
）

※
厳
封
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
開

封
不
可
）

・
普
通
自
動
車
１
種

免
許
証
の
写
し
（
取

得
者
の
み
）
※
Ａ
Ｔ

車
限
定
不
可

第
２
次
試
験

・
日
時
、
内
容　
　
　
　
　

　
11
月
上
旬
予
定　

体
力
適
正
試
験
・
論
文
試
験
・
面

接
試
験

（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
直
接
通

知
）

書
類
提
出
先

 

三
重
紀
北
消
防
組
合
消
防
本
部　

消
防
総
務
課

〒
５
１
９・３
６
３
９

　
　
　
　
尾
鷲
市
中
川
28
番
43
号

採
用
予
定
日

　
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ　

　
三
重
紀
北
消
防
組
合
消
防
本
部 　

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
０
２
１
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防
災
ひ
と
口
メ
モ

防
災
情
報
を 

知 

る

　
災
害
時
に
は
、
被
害
の
状
況
や

生
活
に
関
連
す
る
情
報
を
入
手
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
を
防
止
・
軽
減
す

る
た
め
に
気
象
庁
が
発
表
し
て
い

る
警
報
や
注
意
報
、
気
象
情
報
を

確
認
し
、
予
想
さ
れ
る
被
害
に
備

え
て
お
く
こ
と
が
自
分
の
身
を
守

る
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
普

段
か
ら
災
害
時
の
情
報
入
手
方
法

を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
災
害
時
に
必
要
な
情
報
の
主
な

も
の
と
し
て
は
、
各
地
の
被
害
状

況
や
被
害
の
予
想
、
交
通
情
報
、

電
気
・
水
道
・
ガ
ス
な
ど
の
状
況
、

警
報
・
注
意
報
等
の
気
象
情
報
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
災
害
時
に
必
要
な
情
報
は
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線
、

エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
防
災
メ
ー
ル
な
ど
か

ら
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

災
害
時
に
は
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ

さ
れ
な
い
よ
う
、
出
所
の
わ
か
ら

な
い
情
報
に
は
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
、
必
ず
家
族
全
員
が
同
じ
と
こ

ろ
に
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
家

族
が
一
緒
に
い
な
い
と
き
に
災
害

に
遭
っ
た
場
合
の
こ
と
も
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
家
族
で

お
互
い
の
職
場
や
学
校
の
連
絡
先

を
確
認
し
て
お
い
た
り
、
自
宅
に

帰
れ
な
く
な
る
場
合
の
こ
と
も
考

え
て
、
家
族
が
集
合
す
る
場
所
を

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　
携
帯
電
話
会
社
が
提
供
し
て
い

る
災
害
用
伝
言
板
や
、
N
T
T
が

提
供
し
て
い
る
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
「
１
７
１
」
で
は
安
否
確
認

の
登
録
や
確
認
が
で
き
る
の
で
ぜ

ひ
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。　

お
問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
課

☎
�
８
１
１
８

災
害
時
の
情
報
収
集

検　索気象庁　防災 検　索尾鷲市　防災

http://www.jma.go.jp/jma/index.html
気象の注意報・警報のほか、
洪水予報や土砂災害警戒情報など

http://www.city.owase.lg.jp/
防災無線の放送内容や各種防災情報など

検　索防災みえ

http://www.bosaimie.jp/
緊急時のページ、お役立ち情報から
平常時の防災啓発情報など

検　索尾鷲市土砂災害情報提供システム

http://dosya-info.city.owase.lg.jp
雨量情報・警戒情報、危険度情報など

★インターネットで調べる

★ラジオで調べる

NHK 第一　1161kHz　 FM 三重　80.4MHz

★テレビで調べる
　( データ放送 )

データ放送に対応しているテレビでは、ｄボタン
を押すことで、雨の情報や河川の水位情報（NHK
総合提供）を確認することができます。

★メールで受け取る

気象情報・雨量情報、お知らせ情報などをメー
ルでお知らせします。

【登録方法】
regist@city.owase.lg.jp に空メールを送信
すると登録できます。

QR コード読み取り機能のある
携帯電話なら QR コードを読み
込み、メールを送信してください。

★電話で聞く
  ( 防災情報総合電話サービス )

防災無線放送内容のほか、各種防災情報を聞くこ
とができます。

【フリーダイヤル】0120・920・999（無料）
【携帯電話からは】0597・22・8131( 有料 )

★尾鷲市公式ツイッター
防災・災害情報は尾鷲市公式ツイッターでもお知
らせしています。

尾鷲市公式ツイッター（Twitter）
アドレス
https://twitter.com/OwaseC
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知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
海

洋
深
層
水
。
そ
ん
な
「
み
え
尾
鷲
海

洋
深
層
水
」
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
だ

利
用
し
て
い
な
い
人
は
、
こ
れ
を
機

に
ご
家
庭
や
お
仕
事
で
も
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
古
江
町
の
ア
ク
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
海
洋
深
層
水
の
原
水
を
は
じ

め
、
淡
水
、
濃
縮
水
、
高
ナ
ト
リ
ウ

ム
水
、
カ
ル
マ
グ
水
の
計
５
種
類
を

分
水
し
て
い
ま
す
。
申
請
す
れ
ば
ど

な
た
で
も
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　　
海
洋
深
層
水
を
ご
家
庭
で
利
用
さ

れ
る
場
合
、
多
く
の
人
は
淡
水
を
料

理
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
水
す
る

場
合
、
２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
20
リ
ッ
ト
ル
の
ポ
リ
タ
ン
ク
な

ど
、
お
持
ち
い
た
だ
い
た
様
々
な
容

器
に
分
水
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
海
洋
深
層
水
は
硬
水
で
飲
み
づ
ら

い
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
淡
水
は
逆
浸
透
膜
と

い
う
方
法
で
作
ら
れ
た
硬
度
１
未
満

の
超
軟
水
で
す
。

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
！

み
え
尾
鷲
海
洋
深
層
水

み
え
尾
鷲
海
洋
深
層
水
は
５
種
類

家
庭
で
の
淡
水
の
利
用

　
お
肉
な
ど
は
淡
水
で
煮
る
と
、
柔

ら
か
く
な
っ
た
り
臭
み
を
消
し
た
り

す
る
働
き
が
あ
る
の
で
、
煮
込
み
料

理
に
使
う
と
大
変
美
味
し
く
で
き
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

を
作
る
時
や
出
汁
を
と
る
際
な
ど
に

使
う
と
味
が
豊
か
に
な
る
そ
う
な
の

で
、
普
段
と
は
一
味
違
っ
た
料
理
や

飲
み
物
を
味
わ
い
た
い
人
は
是
非
と

も
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
淡
水
だ
け
で
な
く
、
食
材
を
茹
で

た
り
煮
た
り
な
ど
す
る
加
工
水
と
し

て
、
原
水
を
ご
利
用
に
な
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
い
つ
も
と
は
違
う
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
味
に
挑
戦
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
海
洋
深
層
水
は
食
品
加
工
な
ど
の

様
々
な
産
業
分
野
で
も
活
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
製
塩
事
業
や
干
物
製
造
だ

け
で
な
く
、
お
酒
の
醸
造
や
製
麺
に

も
「
み
え
尾
鷲
海
洋
深
層
水
」
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
も
し
か
す

る
と
、
皆
さ
ん
が
食
べ
て
い
る
食
品

の
パ
ッ
ケ
ジ
ー
に
も
、ブ
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
が
つ
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
近
年
、
観
賞
用
の
海
水
魚
の

水
槽
へ
の
利
用
の
た
め
に
原
水
を
お

求
め
い
た
だ
く
な
ど
、
海
洋
深
層
水
の

幅
の
広
い
用
途
に
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の

P
R
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
原
水
だ
け
で
な
く
、
４
種
類
あ
る
加

工
水
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
様
々
な
分
野
へ
の
活
用
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
取
水
前
か
ら
海
洋
深
層
水

の
可
能
性
に
つ
い
て
の
研
究
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
全
て
の
資
料

は
、
皆
さ
ん
の
事
業
に
役
立
て
い
た
だ

け
る
も
の
で
す
。

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
の
中

で
、
海
洋
深
層
水
利
用
の
可
能
性
を
少

し
で
も
感
じ
ら
れ
た
場
合
、
事
業
化
へ

向
け
た
協
議
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
担
当
者
が

伺
い
ま
す
。「
み
え
尾
鷲
海
洋
深
層
水
」

の
利
用
を
検
討
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
ア
ク
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

　
　
　
　
　
　
☎
�
８
０
８
０

製
品
製
造
で
の
ご
利
用
も

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

早
め
に
熱
中
症
対
策
！

　

じ
め
じ
め
し
た
日
が
続
く
中
、急

に
暑
く
な
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
た

ら
、な
ん
だ
か
ボ
ー
っ
と
し
て
き
た
。

　
暑
さ
に
よ
り
身
体
の
水
分
が
奪
わ

れ
た
り
、体
温
が
上
が
り
す
ぎ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、め
ま
い
や
頭
痛
、吐
き

気
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
出
て
き

ま
す
。こ
れ
が
、熱
中
症
で
す
。

　

熱
中
症
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

平
成
30
年(

５
月
～
９
月)

で
は
約

９
万
５
千
人
の
人
が
熱
中
症
で
救
急

搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、命
に
関
わ
る
状
態
に

な
る
こ
と
も
あ
る
一
方
、正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
、予
防
法
を
実
践
す

れ
ば
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
場
所

　

熱
中
症
は
、炎
天
下
だ
け
で
起
こ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。気
温・湿
度
が

高
い
、日
差
し
が
強
い
、部
屋
を
閉
め

切
っ
て
い
る
な
ど
の
条
件
が
そ
ろ
え

ば
家
の
中
で
も
起
こ
り
ま
す
。特
に

こ
の
時
期
は
急
に
気
温
が
上
が
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、要
注
意
で
す
。

■
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
人

　

子
ど
も
は
、汗
を
か
く
機
能
が
未

熟
な
こ
と
か
ら
、身
体
に
熱
が
こ
も

り
や
す
く
、体
温
が
上
昇
し
や
す
く

な
り
ま
す
。ま
た
、大
人
よ
り
地
面
か

ら
の
照
り
返
し
の
影
響
を
強
く
受
け

ま
す
。

　

高
齢
者
は
、加
齢
に
よ
り
暑
さ
や

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
り
ま

す
。ま
た
、ト
イ
レ
を
気
に
し
て
水
分

摂
取
を
控
え
る
こ
と
か
ら
、水
分
量

が
不
足
し
が
ち
で
す
。

　
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
人
が
近
く

に
い
る
場
合
は
、周
り
の
人
の
気
配

り
が
大
切
で
す
。

■
熱
中
症
を
予
防
し
よ
う
！

①
水
分
補
給

　

の
ど
が
渇
い
た
な
と
思
っ
た
時

は
、す
で
に
水
分
が
不
足
し
た
状
態

で
す
。の
ど
が
渇
く
前
に
、こ
ま
め
に

水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。（
ア
ル

コ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
は
、利
尿
作
用

に
よ
り
逆
に
脱
水
し
や
す
く
な
り
ま

す
。）

②
暑
さ
対
策

　

外
出
時
は
、日
よ
け
用
の
帽
子
や

日
傘
を
さ
し
て
直
射
日
光
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。な
る
べ
く
日
陰
や
照
り

返
し
の
少
な
い
場
所
を
歩
き
、涼
し

い
場
所
で
こ
ま
め
に
休
憩
し
ま
し
ょ

う
。

　

服
装
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
も
の
、

通
気
性
の
良
い
素
材
を
選
び
、身
体

の
熱
を
外
に
逃
が
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

③
運
動
で
体
温
調
節
機
能
ア
ッ
プ

　

汗
は
身
体
の
熱
を
外
に
出
す
働

き
が
あ
り
ま
す
が
、暑
さ
に
慣
れ
て

い
な
い
身
体
は
上
手
に
汗
が
か
け
ま

せ
ん
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
汗
を

か
く
習
慣
を
身
に
着
け
、う
ま
く
体

温
調
節
で
き
る
身
体
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
自
分
で
で
き
る
熱
中
症
予
防
を
行

い
、楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
☎
�
３
８
７
１
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特定健康診査・特定保健指導を実施します
　特定健康診査は、生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームの予防・
改善等を主な目的とした健康診査です。６月下旬に受診券を郵送しましたので、
自分自身の健康管理のために、年に一度の健康診査を受けましょう！

【対 象 者】	 今年中に40 ～ 74歳（一部75歳）になる人で、
		  受診日において国民健康保険に加入している人

【持 ち 物】	 国民健康保険証、受診券、質問票など
【受診費用】	 無料
【健診項目】	 問診・身体計測・診察・血圧測定・血液検査・尿検査・貧血検査・心電図	
【受診方法】　　  ①医療機関で受診する場合

申込方法　希望する医療機関へ事前に予約してください。
受診期間　７月１日㈪～ 11月30日㈯
受診場所　病院・診療所など（三重県内の受託医療機関）

 ②集団健診で受診する場合
申込方法　下記のいずれかへ、前日までに電話で申し込んでください。
　　　　　 ※定員になり次第、受付終了となります。

市民サービス課☎�８１９３　三木浦コミュニティーセンター☎�２８３７
古江コミュニティーセンター☎�２７６９　賀田コミュニティーセンター☎�２０８８　　

日程・場所・定員
実施日 当日の受付時間 場所 定員

９月 26 日㈭ 午前８時 30 分～９時 30 分 賀田コミュニティーセンター 30 人
10 月 27 日㈰ 午前８時 30 分～９時 30 分 福祉保健センター 30 人

11 月７日㈭ 午前８時 30 分～９時 30 分 古江コミュニティーセンター 20 人
11 月 19 日㈫ 午前８時 30 分～９時 30 分 三木浦老人憩いの家 20 人

　各会場では、同日に胃がん・肺がん検診も実施します。特定健診とがん検診を同時に受けられるこの機
会を、ぜひご利用ください。
※がん検診については、申込み先と時期・費用が異なりますので、下記のところまでお問い合わせくださ
い。
※前年度特定健診未受診の人には、７月～８月に市の委託するコールセンターから受診案内の電話をさ
せていただくことがありますので、ご了承ください。

特定保健指導

特定健康診査

　特定健診の結果、生活習慣病の発症のリスクが高く、生活習慣の改善により効果が期待できる人に、11月以降「特
定保健指導」のご案内をします。
　特定保健指導では、保健師や管理栄養士が、対象となられた人とともに健康づくりを考え、生活習慣の見直しや改
善をサポートします。ご案内が届いた時は、ぜひご参加下さい。
※高血圧・糖尿病・脂質異常症の服薬をされている方は対象外です。

お問い合わせ　　市民サービス課（特定健康診査）	 ☎�８１９３　
　　　　　　　　福祉保健課（特定保健指導とがん検診）	☎�３８７１　

特定健診の受診費用は、

今年度より無料になりました！
 （※国保加入者のみ）

◉新しい国民健康保険高齢受給者証をお届けします。( 受給者証の更新 )
　70歳から74歳までの国民健康保険に加入している人は、７月下旬に新しい「国民健康保険高齢受給者証」を郵送しま
す。現在ご使用の高齢受給者証は７月31日㈬までの有効期限となり、８月以降は使用できなくなります。８月１日㈭以
降に医療機関で受診するときは、新しい国民健康保険高齢受給者証と国民健康保険被保険者証を提示してください。

◉国民健康保険　限度額適用・標準負担額減額認定の申請
　国民健康保険には、医療機関の窓口での自己負担額を上限までにとどめたり、入院時の食事代が減額になる制度があり
ます。この制度には要件があり、適用を受けるためには申請が必要になります。申請して認められると、その月の初日から
適用となる「限度額適用認定証」が発行されます。認定証の有効期限は７月31日㈬までですので、引き続き入院等の予定が
ある人は、忘れずに申請してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ　市民サービス課　☎�８１９３
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

　

75
歳
以
上（
65
歳
以
上

で
、一
定
の
障
が
い
が
あ

り
、申
請
に
よ
り
広
域
連
合

の
認
定
を
受
け
た
人
を
含

む
）の
人
を
対
象
と
し
た
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
医

療
費
支
出
が
年
々
増
加
す

る
な
か
で
も
、将
来
に
わ

た
っ
て
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
創
設
さ

れ
た
制
度
で
、保
険
料（
約

１
割
）、現
役
世
代
か
ら
の

支
援（
約
４
割
）、公
費（
約

５
割
）を
財
源
と
す
る
こ
と

で
、よ
り
安
定
化
が
図
ら
れ

た
医
療
制
度
で
す
。

●
保
険
証（
被
保
険
者
証
）

が
変
わ
り
ま
す

　
７
月
下
旬
ご
ろ
、新
し
い

保
険
証(

ピ
ン
ク
色)

が
、三

重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
簡
易
書
留
で

郵
送
さ
れ
ま
す
。現
在
使

用
し
て
い
る
保
険
証(

若
草

色)

は
有
効
期
限
が
７
月
31

日
㈬
ま
で
で
す
の
で
、８
月

１
日
㈭
か
ら
は
必
ず
新
し

い
保
険
証
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

※
認
定
証
は
、申
請
し
た
月

の
１
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
し
か
出
来
な
い
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、認
定
証
は
病
院
等

の
窓
口
へ
提
示
し
な
け
れ

ば
減
額
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、必
ず
病
院
等
の
窓

口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
民
税
課
税
世
帯
で
あ

り
、所
得
区
分
が「
一
般
」ま

た
は「
現
役
並
み
所
得
Ⅲ
」

の
場
合
、事
前
の
手
続
き
は

不
要
で
す
。医
療
機
関
等
で

保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。住
民
税
課
税
世
帯
で

あ
り
、所
得
区
分
が「
現
役

並
み
所
得
Ⅰ
」ま
た
は「
Ⅱ
」

の
場
合
は
、事
前
の
手
続
に

よ
り
、『
限
度
額
適
用
認
定

証
』の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
現
在
、認
定
証
を
お
持
ち

の
人
で
、新
年
度
も
所
得
区

分
が
同
じ
場
合
は
、新
し
い

認
定
証
が
７
月
下
旬
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。

●
医
療
費
通
知

　
実
際
に
か
か
っ
た
医
療

費
の
総
額（
10
割
）に
つ
い

て
、後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま

す
。(

不
要
な
場
合
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い)

●
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
健
康
管
理
と
、生
活
習

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置

す
る
と
、将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
な
い
場
合
や
、い
ざ

と
い
う
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、免
除

申
請
が
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

免
除（
全
額
免
除・一
部
免
除
）申
請

　

本
人
、世
帯
主
、配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、申
請
手
続
き
を
行
う
こ
と

で
、保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除

ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、一
部
免
除（
一
部
納

付
）に
つ
い
て
は
、減
額
さ
れ
た

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納

期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
猶
予
申
請

　
50
歳
未
満
で
、本
人
、配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、申
請
手
続
き
を
す
る

こ
と
で
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
申
請

　
学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、申
請
手
続
き
を

行
う
こ
と
で
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。（
学
生
証・
在
学
証

明
等
が
必
要
で
す
。）

申
請
免
除
周
期

　
学
生
納
付
特
例
申
請
は
４
月

か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
、そ
の

他
の
申
請
は
７
月
か
ら
翌
年
６

月
ま
で
を
一
年
度
と
し
て
受
け

付
け
ま
す
。免
除
の
申
請
は
、過

去
２
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
年
の
申
請
が
不
要

　
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
人
が
、翌
年
度
以
降
引

き
続
き
、全
額
免
除
・
納
付
猶
予

の
承
認
を
希
望
す
る
場
合
は
、翌

年
度
か
ら
は
申
請
が
不
要
と
な

り
ま
す
。（
失
業
に
よ
る
特
例
免

除
の
人
は
対
象
外
で
す
。）

産
前
産
後
期
間
免
除
申
請

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
）の
保

険
料
が
、申
請
に
よ
り
免
除
さ
れ

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
年
金
事
務
所
☎
�
２
３
４
０

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
１
９
３

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

●
一
部
負
担
金
の
割
合
の

変
更（
基
準
収
入
額
適
用
申

請
）

　
医
療
機
関
窓
口
で
の
負

担
が
３
割
の
人
で
も
、平
成

30
年
中
の
収
入
に
よ
っ
て

は
負
担
が
１
割
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
該

当
す
る
人
に
は
、『
申
請
書
』

や『
お
知
ら
せ
』を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、申
請
し
を

て
く
だ
さ
い
。

※
７
月
末
ま
で
に
申
請
さ

れ
た
人
は
８
月
か
ら
、８
月

以
降
に
申
請
さ
れ
た
人
は

申
請
月
の
翌
月
か
ら
変
更

と
な
り
ま
す
。

●
高
額
な
医
療
費
の
窓
口

負
担
額
減
額
手
続
き

　
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
で
あ
る
場
合
、通
院
及

び
入
院
で
高
額
な
医
療
費

を
負
担
さ
れ
る
と
き
は
、事

前
に
手
続
き
を
す
る
と
、窓

口
で
の
支
払
い
を
自
己
負

担
額
限
度
額
ま
で
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
る『
限
度

額
適
用・標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
』の
交
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。ま
た
、入
院
の
際

に
提
示
す
る
と
食
事
代
も

減
額
さ
れ
ま
す
。

慣
病
や
そ
の
予
備
群
の
人

を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
年
１
回
行

い
ま
す
。早
め
の
対
処
で

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
も
可

能
に
な
り
ま
す
の
で
、年

に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。自
己
負
担
額
や

健
診
項
目
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
受
診
場
所：病
院・診
療

所
な
ど(

受
診
券
の
封
筒
に

受
診
医
療
機
関
一
覧
を
同

封
し
て
い
ま
す)

○
受
診
期
間：～
11
月
30

日
㈯(

受
診
を
希
望
す
る
各

医
療
機
関
に
事
前
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い)

○
自
己
負
担
額：住
民

税
課
税
世
帯
の
人・・・

５
０
０
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
の

人・・・２
０
０
円

○
健
診
項
目：問
診
、身
体

計
測
、診
察
、血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、尿
検
査
、心
電

図※
眼
底
検
査
に
つ
い
て

は
、医
師
の
判
断
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
０
５
９・２
２
１・６
８
８
３

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
１
９
３
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料
の
お
知
ら
せ

年間保険料額
( 賦課限度額 62 万円 )

所得割額
( 総所得金額等※―33 万円 ) × 8.86%

均等割額
42,965 円

保
険
料
額
及
び
納
付
方
法
の
通
知
を
７
月
中
旬
頃
に
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法

　
保
険
料
額
は
被
保
険
者
全
員
が

定
額
を
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
、
そ
の
人
の
所
得
に
応
じ
て
負

担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額

に
な
り
ま
す
。

+

=

※
総
所
得
金
額
等

　

各
収
入
か
ら
必
要
経
費（
公

的
年
金
控
除
額
や
給
与
控
除
額

等
）を
差
し
引
い
た
所
得
の
合

計
額
で
、申
告
分
離
課
税
の
所

得
金
額
や
山
林
所
得
金
額
を
含

み
ま
す
が
退
職
所
得
は
含
み

ま
せ
ん
。ま
た
、遺
族
年
金
や
障

が
い
年
金
は
収
入
に
含
み
ま
せ

ん
。な
お
、各
種
所
得
控
除（
社

会
保
険
料
控
除・配
偶
者
控
除・

扶
養
控
除・医
療
費
控
除
等
）は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
軽
減
措
置

【
均
等
割
額
の
軽
減
】

　

所
得
が
低
い
世
帯
に
属
す
る

人
は
、左
記
の
と
お
り
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
均
等
割
が

特
例
的
に
９
割
軽
減
と
な
っ
て

い
た
人
は
、世
代
間
の
公
平
を

図
る
観
点
な
ど
も
踏
ま
え
、今

年
度
よ
り
８
割
軽
減
に
変
わ
り

同一世帯の被保険者及び世帯主の
総所得金額等の合算額 軽減割合 軽減後の額

33万円以下 8.5割 6,444円
33万円以下であって被保険者全員の年金収
入が80万円以下(その他各種所得がない) 8割 8,593円

（33万円＋被保険者数×28万円）以下 5割 21,482円
（33万円＋被保険者数×51万円）以下 2割 34,372円

(

注
１)

世
帯
は
４
月
１
日（
年
度

途
中
に
資
格
取
得
さ
れ
た
人
は

資
格
取
得
日
）時
点
で
の
状
況

で
判
定
さ
れ
ま
す
。

（
注
２
）前
年（
１
月
か
ら
３
月

ま
で
は
前
々
年
）12
月
末
日
の

年
齢
が
65
歳
以
上
の
人
の
年
金

所
得
は
、通
常
の
公
的
年
金
控

除
以
外
に
15
万
円
を
控
除
し
ま

す
。

(

注
３)

事
業
専
従
者
控
除
は
適

用
さ
れ
ず
、専
従
者
給
与
額
は

事
業
主
の
所
得
に
合
算
さ
れ
ま

す
。譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。　
　

ま
す
。医
療
保
険
を
将
来
に
わ

た
り
安
心
で
き
る
制
度
に
す
る

た
め
の
見
直
し
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
被
用
者
保
険
※
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
に
対
す

る
軽
減

　
所
得
割
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。
均

等
割
は
資
格
取
得
か
ら
２
年
間
５

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所

得
が
低
い
世
帯
に
属
す
る
人
は
均

等
割
額
の
８
．
５
割
ま
た
は
８
割

軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
該
当
の

人
に
は
軽
減
措
置
を
行
っ
た
後
の

保
険
料
額
を
通
知
し
ま
す
が
、
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
人
で
軽
減
措
置
が
行
わ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
税
務
課
課
税

係
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
協
会
け

ん
ぽ
、
企
業
の
健
康
保
険
組
合

に
よ
る
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、

公
務
員
の
共
済
組
合
な
ど
の
こ

と
を
い
い
、
市
町
国
民
健
康
保

険
及
び
国
民
健
康
保
険
組
合
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
徴
収

　
保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
原
則

と
し
て
「
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）」
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年
額

18
万
円
未
満
の
人
や
、
介
護
保
険

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

合
わ
せ
た
１
回
あ
た
り
の
天
引
き

額
が
、
年
金
の
１
回
あ
た
り
の
支

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合

は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど
で

納
付
す
る
「
普
通
徴
収
」
と
な
り

ま
す
。

※
複
数
の
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
場
合
、
受
給
額
の
多
少
に
関
わ

ら
ず
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
の
順
番
で
優
先
順
位
の

高
い
１
種
類
の
年
金
か
ら
天
引
き

の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

　
特
別
徴
収
該
当
者
へ
は
、保
険
料
額

決
定
通
知
書
と
同
時
に
、10
月
以
降
の

年
金
支
給
月
ご
と
の
天
引
き
額
を
通

知
し
ま
す
。

　　

普
通
徴
収
該
当
者
へ
は
、保
険
料

額
決
定
通
知
書
及
び
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
。

口
座
振
替
へ
の
変
更

　
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
す
る

場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。な
お
、申

請
の
時
期
に
よ
り
、口
座
振
替
へ
の

変
更
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
業
課　

☎
０
５
９・２
２
１・６
８
８
３

税
務
課　
☎
�
８
１
７
１

特別徴収徴収月
第１期 ４月
第２期 ６月
第３期 ８月
第４期 10 月
第５期 12 月
第６期 ２月

普通徴収徴収月
第１期 ７月
第２期 ８月
第３期 ９月
第４期 10 月
第５期 11 月
第６期 12 月
第７期 １月
第８期 2 月
第９期 ３月
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７
月
は“

社
会
を
明
る
く

す
る
運
動”

強
調
月
間
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

犯
罪
や
非
行
を
地
域
社
会
全

体
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、

地
域
・
家
庭
・
学
校
な
ど
が

一
体
と
な
っ
て
こ
の
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
７
月
の
『
青
少
年

の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全

国
強
調
月
間
』、『「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」
普
及
運
動
』
な
ど
に

合
わ
せ
、
尾
鷲
保
護
区
保
護

司
会
尾
鷲
支
部
・
尾
鷲
紀
北

更
生
保
護
女
性
会
尾
鷲
支
部

が
青
少
年
育
成
市
民
会
議
な

ど
の
関
係
機
関
・
団
体
と
合

同
で
、
街
頭
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

強
化
月
間

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
連
載
⑦
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て
何
？

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の「
応
援

者
」で
あ
り
、な
に
か
特
別
な
こ
と
を
す

る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、偏
見
を
持
た
ず
、

認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
温
か
い

目
で
見
守
る
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

例
え
ば
、地
域
で
困
っ
て
い
る
よ
う
な

人
を
見
か
け
た
ら「
な
に
か
お
手
伝
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」と
一
声
か

け
て
み
る
こ
と
も
立
派
な
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
で
す
。こ
の
よ
う
な
声
掛
け
だ

け
で
も
、認
知
症
の
人
が
地
域
で
生
活

を
続
け
て
い
く
上
で
大
き
な
支
え
と
な

り
ま
す
。

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
「
応
援
者
」

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

地域包括
ケアシステムとは？

高齢になっても、住み慣れ
た地域で安心して暮らし続
けることができるよう、地
域のみんなで支え合い、医
療・介護・介護予防・住まい・
生活支援のそれぞれが連携
し、一体的にサービスが提
供される仕組みづくりのこ
とです。

　　　

ど
う
す
れ
ば
な
れ
る
の
？

　

中
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
職
業
、
年
齢
を
問
わ

ず
ど
の
よ
う
な
人
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
５
～
６
人
集
め
て
、
１
時
間
半
程
度
の
講

座
を
受
け
れ
ば
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
と
し
て
認
め

ら
れ
、
そ
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡

さ
れ
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、
認
知
症
の
理
解
、
接
す
る
と

き
の
心
構
え
な
ど
と
な
り
ま
す
。

実
施
担
当

　
尾
鷲
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
等

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
０
０
３

　
福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
１

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

シンボルマーク
「ひまわり」

街
頭
啓
発
活
動

日
時　
７
月
４
日
㈭
午
後
４
時
～

場
所

　
主
婦
の
店
せ
ぎ
や
ま
店
前
・
セ

ン
ト
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
前
・
サ
ン

バ
ー
ス
ト
前
・
プ
ラ
イ
ス
カ
ッ
ト

尾
鷲
店
前

　

69
回
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　
近
年
、
犯
罪
が
深
刻
な
脅
威
と

し
て
社
会
の
重
大
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
一
般
刑

法
犯
検
挙
人
員
中
の
再
犯
者
人
員

や
再
犯
率
は
増
加
・
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て

い
く
か
が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
な
か
、
家
庭
や
学
校
や
関
係

機
関
な
ど
が
連
携
を
強
め
、
誰
も

が
参
加
で
き
る
犯
罪
予
防
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
で
、
希
薄
に
な
っ

た
地
域
の
連
帯
や
家
族
の
絆
を
取

り
戻
し
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
互

い
に
支
え
合
う
、
安
全
で
安
心
し 　

特
別
徴
収
該
当
者
へ
は
、保
険
料
額

決
定
通
知
書
と
同
時
に
、10
月
以
降
の

年
金
支
給
月
ご
と
の
天
引
き
額
を
通

知
し
ま
す
。

　　

普
通
徴
収
該
当
者
へ
は
、保
険
料

額
決
定
通
知
書
及
び
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
。

口
座
振
替
へ
の
変
更

　
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
す
る

場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。な
お
、申

請
の
時
期
に
よ
り
、口
座
振
替
へ
の

変
更
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
業
課　

☎
０
５
９・２
２
１・６
８
８
３

税
務
課　
☎
�
８
１
７
１

重
点
項
目

「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組

に
つ
い
て
の
協
力
の
拡
大
」

「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基

盤
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
組

の
推
進
」

て
暮
ら
せ
る
明
る
い
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の

は
地
域
社
会
で
あ
り
、
更
生
を

促
す
場
も
地
域
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
更
生
を
実

効
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

本
人
の
意
欲
と
併
せ
て
、『
犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
』
が

不
可
欠
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

わ
た
し
た
ち
も
家
庭
や
地
域
で

で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ

う
!!

お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課

　
　
☎
�
８
１
９
２
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海開き
7 月 7 日㈰午前 10 時～
◆神事　午前 10 時～
◆ステージイベント　午前 10 時 30 分～
　①フラダンス
　②餅まき　など
※雨天の場合、海水浴場安全祈願式典は、三木里コミュニティー
センターにて行います。ステージイベントは、中止の予定。

お問い合わせ　商工観光課　☎� 8223　
                     三木里地区観光協会☎� 3046
　

７/ ７㈰ 三重県立熊野古道センター
午後１時 30 分～４時 30 分 熊野古道世界遺産 15 周年

キックオフイベント
　熊野古道は平成 16 年 7 月 7 日、「紀伊山地の霊場と参詣道」として世界遺産に登
録され、今年で 15 周年を迎えます。三重県ではこの機会に熊野古道の価値を再認識
し、次の 20 周年に向けた次世代の育成・インバウンドの受け入れ・地域づくりに繋
げていけるよう、ゆかりのある市町・関係団体と連携しながら事業を展開していきま
す。
　まずは第一弾として、三重県立熊野古道センターにおいてキックオフイベントを開
催します。ぜひ、お越しください。
◆オープニング　午後１時 30 分～
・大台町立日進保育園の子供たちによる「とこわかダンス」
・玉丸城太鼓保存会（玉城町）による太鼓演奏「祈りの道」
◆貢献企業・団体等への感謝状贈呈等　午後２時～
企業、団体等へ感謝状を贈呈。
◆魅力案内人の委嘱式　午後２時 30 分～
熊野古道伊勢路に関わりが深く、発信力のある人に「熊野古道伊勢路の魅力案内人」
を委嘱。
◆パネルディスカッション　午後３時～
　知事をコーディネーターに、パネラーと熊野古道の魅力や未来について対談。
お問い合わせ　三重県東紀州振興課　☎ 059・224・2418

７/ ７㈰ 三木里海水浴場
午前 10 時～ 三木里ビーチ　海 開 き !

イベント
行  事

　海開きでは神事のほかにも餅まきなどたくさん
のイベントを行います。
　また、7 月 28 日㈰にはオープンウォータースイ
ミング（国体予選）、8 月 4 日（日）にはビーチ綱
引き、ビーチフラッグスなどの海遊祭が、さらに
8 月 15 日㈭仮装盆踊り大会、翌 16 日㈮は供養花
火大会を開催！
尾鷲自慢の三木里海水浴場をぜひ、あなたの目で
見て、体で感じて楽しんでみてはいかがですか。

オープンウォータースイミング
　　　　　　　三重オープン　2019 尾鷲 開催！

　※荒天等で海での競技実施が不可能な場合は中止となります。また、
　時間は当日の天候等により変更する場合があります。

　※前日に行われる「初めての OWS 泳ぎ方教室」の参加者募集につ
　いては本誌 15 ページに記事を掲載しています。

日本トップクラスの選手の泳ぎが間近で見られるチャンス！
活躍をみんなで応援しましょう。

７/28 ㈰ 午前８時～ 三木里海岸
       ( 海水浴場 ) 沖

お問い合わせ　尾鷲市スポーツ協会事務局（生涯学習課内）　☎�８２９９
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みんなで健康ウォーキング！
木曜ウォーキング （自主会）

実 施　　毎週木曜日（祝日を除く）
午前９時30分～正午頃

集 合　　福祉保健センター
持 ち 物　　お茶、健康 HAPPY ポイント手帳
案 内 人　　川口洋司さん

お問い合わせ　福祉保健課　☎�３８７１

三木浦こいやぁ７/20 ㈯
午前 10 時～ 三木浦漁港

地元のおいしいものな
どを買うことができま
す。

海軍熊野灘部隊
戦没者慰霊祭

日時　７月28日㈰
午前10時～（受付 午前９時～）

場所　尾鷲神社境内

海軍熊野灘部隊について
　熊野灘部隊は、終戦直前の昭和20年７月28日に連合国軍艦載機の空襲により、対空激戦死闘の末甚大な被害を蒙り、指揮
艦「駒橋」を含む主要艦艇が着底し、この戦闘で即死戦死者74人、最終的には147人が戦死するという被害を受けました。これ
らの戦没者の荼毘は、市街地では煙により攻撃目標となることを避けて山中深くの矢所で行われました。慰霊碑は、市内の白
石墓地に建立され、心ある市民の手で手厚く供養がなされており、山中の矢所にも小さな地蔵尊が静かに立っています。

お問い合わせ　海軍熊野灘部隊慰霊顕彰会事務局　☎�２４６８

K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）

健康ウォーキングデー

参加者募集
参加費無料北浦 ( 宮ノ上 ) コース 約４㎞

7/8 ㈪
午前９時 30 分～

正午

受 付　午前９時30分～ 9時45分
集 合　福祉保健センター２階
持 ち 物　お茶、タオル、健康HAPPYポイント手帳
申し込み　事前に、直接または電話で申し込んでください。
※雨天中止(不明な場合は前日午後４時～５時15分までに
お問い合わせください)
申し込み・お問い合わせ　福祉保健課　☎�３８７１

お問い合わせ　市民サービス課　☎�８２５０

　市内で早朝街頭指導・ミルミルウェーブなどの啓発活
動を行います。
運動内容

高齢者と子どもの交通事故防止
シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
飲酒運転の根絶

夏の交通安全
県民運動

７/11㈭～
20㈯

七夕星まつり
夜間観望と天文クイズや星座つりなど
日時：７月26日㈮　午後７時～９時30分
場所：天文科学館

星空に楽しむ週間　スター・ウィーク特別夜間観望
日時：８月１日㈭～７日㈬午後７時～９時30分
場所：天文科学館
曇雨天時以外は期間中夜間観望会を開催します

その他にもいろいろなイベント開催予定
(広報、ホームページ、ツイッターなどでお知らせします。)

お問い合わせ　生涯学習課　☎�８２９３

「アポロ11号」月面着陸50周年記念　ミニ展示
模型や当時の雑誌などの資料の展示とアポロ11号発
射実況中継動画を上映
日程：７月12日㈮～ 28日㈰※期間中の開館日
場所：天文科学館

二重星アルビレオ特別夜間観望会
宮沢賢治の銀河鉄道の夜にも登場し、最も美しい二重
星とも言われているアルビレオを観望
日時：７月19日㈮・20日㈯午後７時～９時30分
場所：天文科学館

メシエ天体パネル展
天文科学館で撮影した写真パネル展示
日程：７月22日㈪～８月31日㈯
場所：中央公民館展示室

いこらい！天文科学館！

毎週
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日曜わくわくものづくり体験 ７日（貝細工他）・14日（ヒノキのおもちゃ）・21日
（動物３Dパズル他）・28日(オリジナル鍋敷他)

申し込み・お問い合わせ　熊野古道センター　　☎�２６６６熊野古道センターの催し
世界遺産登録 15 周年記念イベント
　「星空の下で灯りと音楽を楽しもう」

　熊野古道世界遺産登録記念日でもある七夕の夜に、尾鷲
ヒノキの行灯の灯りに願いを込め、三重県出身のヴォーカ
リスト津荷裕子さんによる弾き語りジャズライヴをお楽
しみいただきます。

日 時　７月７日㈰午後７時～８時
入場料    無料
※座席はございませんので、敷物などをご持参ください。

ロビー展 世界遺産登録 15 周年記念
　「写真で巡る紀伊山地の霊場と参詣道」
　世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の登録15周年を記
念して、「吉野・大峯」「熊野三山」「高野山」の三つの山岳霊
場と三つの霊場に至りまた相互に結ぶ三種類の参詣道「大
峯奥駈道」「熊野参詣道」「高野参詣道」これら資産を四季
にわたって撮影した写真展を開催します。
日 時　７月6日㈯～８月25日㈰午前９時～午後５時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※会期中無休
入場料    無料

「ヒノキの行灯つくり体験」参加者募集

　尾鷲ヒノキ製の行灯を制作し、7月7日の点灯イベント
にご参加いただける人を募集します。期間中、ご来館いた
だいたその場で制作していただき、作った行灯は、イベン
ト終了後にお持ち帰りいただきます。

期 間　～７月７日㈰午後４時まで
入場料    700円(材料費込)
定 員　200人(先着順)

世界遺産登録 15 周年記念
　村林新吾講演会「東紀州の食について考える」
　当センターで13年間にわたり開催されている当料理教
室は、様々な地元の食材を使用した調理技術や、食材に関
する知識を楽しく学ぶことができると人気のイベントと
なっています。
　今回の講演会では、地のもの・旬のものを最大限に活か
すことに拘りを持って活動されている村林氏による「東紀
州の食」に関するお話と共に、「東紀州の四季を味わう料理
教室」の13年間の歩みについてもお話をいただきます。
日 時　８月11日㈰午後１時30分～３時
入場料    無料
定　員　200人(要申込・先着順)    
受　付　７月11日㈭～８月10日㈯

夏休み思い出作り体験教室

　8月9日㈮～ 10日㈯の2日間、家族で気軽に楽しむこと
のできるものづくり教室を開催します。親子でも楽しめ
て、東紀州地域に訪れた記念や思い出づくりにもなる体験
教室に参加してみませんか。
＜開催内容＞
①木琴づくり体験
開催日時：8月９日㈮　午前10時～正午
定　　員：15人（要申込・応募多数の場合抽選）
参 加 費：1,500円
講　  師：熊野古道センター職員
受　  付：7/9㈫～ 8/2㈮
②石鹸づくり体験
開催日時：8月9月㈮　午後1時半～ 3時半
定　　員：15人（要申込・応募多数の場合抽選）
参 加 費：500円
講　　師：熊野古道センター職員
受　　付：7/9㈫～ 8/2㈮
③テレイドスコープづくり体験
開催日時：8月10月㈯　午前10時～正午
定　　員：15人（要申込・応募多数の場合抽選）
参 加 費：500円
講　  師：熊野古道センター職員
受　  付：7/9㈫～ 8/2㈮

④木の実クラフト体験
開催日時：8月10月㈯　 午後1時半～ 3時半
定　  員：15人（要申込・応募多数の場合抽選）
参 加 費：500円
講　　師：熊野古道センター職員
受　　付：7/9㈫～ 8/2㈮
⑤ヒノキのバターナイフづくり体験
開催日時：8月9日㈮・10月㈯午前10時～正午
／午後1時～ 3時
定　　員：なし（※事前申込不要）
参 加 費：200円
講　 師：熊野古道センター職員
⑥端材工作
開催日時：8月9日㈮・10月㈯　午前10時～正午
　　　　　　　　　　　　　　　／午後1時～ 3時　　　
定　  員：なし（※事前申込不要）
参 加 費：200円
講　　師：熊野古道センター職員
⑦よく飛ぶ紙飛行機づくり体験　　
開催日時：8月9日㈮・10月㈯　午前10時～正午
　　　　　　　　　　　　　　／午後1時～ 3時
定　　員：なし（※事前申込不要）
参 加 料：200円（事前申込不要） 
講　　師：熊野古道センター職員

※都合により変更する場合があり
ます。
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　元気なチビッコ集まれ！
        魚つかみ大会

募　集

生活習慣病教室 参加者 募集
  健診（血液）結果と向き合い、自分の体を知って、自分の
健康を考えてみましょう。糖質の取り方や油の選び方、食
べかたについても伝授します。
　室内外でムリなくできる効果的な運動の実践！
　先生の話術で楽しく受講できる教室です。
対象者　下記の①②を満たす人
　①40歳～ 74歳の人で、平成30年度特定健診結果、
　糖尿病・高血圧のデータが要指導以上の人
　②令和元年度特定健診受診予定の人
日程　　7月29日㈪、８月26日㈪、９月30日㈪、
　　　　10月28日㈪、11月18日㈪、12月16日㈪
　　　　※全日程の参加お願いします。
定員　　20 人
参加費　無料
時間　　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場所　　福祉保健センター
講師　　（株）ウェルネスツーリズム研究所
　　　　  木下　藤寿さん
持ち物   筆記用具　お茶　タオル
            健康 HAPPY ポイント手帳 ほか
内容      ミニ講話　健康測定　食事調査  
            運動 食事講座　ほか
申し込み・お問い合わせ
　福祉保健課　☎�３８７１

開催日・場所
８月３日㈯　尾鷲魚市場

対象・人数
小学生以下　200人

（募集人数を超えた場合は、抽選となります。）
条件

当選ハガキと別途 1,000 円が必要です。
※捕まえた魚と当日のイタダキ市で利用できる 500

円分の商品券を進呈します。
応募方法

往復ハガキに、郵便番号・住所・氏名（フリガナ）・
年齢・電話番号・性別を明記のうえ、ご応募ください。
※ハガキ１枚につき１人として、1 人１口のみ応募

することができます。
応 募 先
〒 519 － 3605　尾鷲市中井町 12 － 14
協同組合尾鷲観光物産協会
第 69 回おわせ港まつり実行委員会事務局

応募締切
７月 12 日㈮当日消印有効　

当選発表
厳正なる抽選のうえ、当選者の発表は返信ハガキで
お知らせします。

●応募ハガキ１枚につき、１人の受付となります。
応募ハガキ１枚で２人以上応募することはでき
ません。

●参加者にキャンセルがあった場合は、当日先着順で
参加者を募集します。

●応募はハガキのお届け先(現住所)が日本国内の人に
限ります。

●応募いただいたハガキの返却はしません。
●応募いただいたハガキは募集終了後に廃棄します。
● お客様の住所が不明・転居等の理由により当選の連

絡ができない場合は、当選の権利が無効となることが
あります。

● 応募状況、及び抽選結果に関するお問い合わせには
回答することができません。

● やむを得ない理由により、当選の連絡が遅れる場合
があります。

● ご応募いただいたハガキは、当選の連絡、お客様と
のお問い合わせ対応にのみ利用します。

事前応募・抽選制
での募集です。

お問い合わせ
第69回おわせ港まつり実行委員会事務局

（協同組合尾鷲観光物産協会内）　☎�８２６１
受付時間　午前９時～午後５時

詳しくは、尾鷲まるごと観光物産ホームページまたは、
尾鷲観光物産協会facebookページをご覧ください。

注意事項

エアロビクス教室参加者 募集
  体力をつけて暑い夏を乗り切りましょう
日時　　7 月 29 日㈪、8 月 9 日㈮、8 月 19 日㈪、
　　　　8 月 30 日㈮　全 4 回　午前 10 時～ 11 時 30 分
場所　　矢浜コミュニティーセンター
定員　　15 名
参加費　無料
持ち物　上靴、飲み物、ヨガマット、ボール
申し込み・お問い合わせ
　矢浜コミュニティーセンター　☎�６３６７

参加者

出張講座参加者 募集
～健診（検診）から始める健康づくり～

健康講話、 店内ウォーキング、楽しく継続できる運動 など
日時　　7 月 29 日㈪午後２時～ 2 時 30 分頃
場所　　イオン尾鷲店１階休憩スペース
講師　　㈱ウェルネスツーリズム研究所　木下藤寿さん
受講は無料（申込不要）
※なお、当日午後１時 40 分～ 2 時まで「特定健診（がん検診）
受診勧奨強化街頭キャンペーン」として、健診（検診）受診勧
奨啓発物品（ティッシュ）を配布する予定です。
お問い合わせ　福祉保健課　☎�３８７１

募集

初めてのＯＷＳ(オープンウォータースイミング)泳ぎ方教室　参加者 募集

第69回 おわせ港まつり

はじめて海で泳ぐ人、大会に出る人のために(海での泳ぎ方など)
実施：７月27日㈯　小学生の部 午後１時30分～２時15分、中学生以上・一般 午後2時45分～３時45分
場所：三木里海水浴場	 講師：山田沙知子さん(シドニー・アテネ五輪日本代表選手)　参加料:無料　定員：各20人
申し込み・お問い合わせ　　尾鷲市スポーツ協会事務局（生涯学習課内）　☎�８２９９
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オ
ス
へ
性
転
換
し
ま
す
。

　
ガ
シ
釣
り
を
し
て
い
る
と
ア
カ
ハ
タ

も
よ
く
釣
れ
る
こ
と
が
あ
り
、強
い
引

き
を
楽
し
め
ま
す
。近
年
で
は
、キ
ジ
ハ

タ
、オ
オ
モ
ン
ハ
タ
、ア
カ
ハ
タ
な
ど
の

ハ
タ
類
を
対
象
魚
と
し
た
、「
ワ
ー
ム
」

と
い
わ
れ
る
柔
ら
か
い
樹
脂
や
ゴ
ム
素

材
で
で
き
た
ソ
フ
ト
ル
ア
ー
を
使
う
釣

り
の
ジ
ャ
ン
ル
の
人
気
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
ハ
タ
類
の
魚
は
概
し
て
上
品
な
白
身

で
非
常
に
美
味
で
あ
り
、ア
カ
ハ
タ
は

大
型
の
も
の
ほ
ど
美
味
し
く
、刺
身
や

煮
つ
け
、唐
揚
げ
な
ど
が
代
表
的
な
食

べ
方
で
す
が
、和
洋
中
、ど
の
よ
う
な
料

理
に
も
向
い
て
い
ま
す
。

尾鷲まるごとヤーヤ便

奥の細道オプション５　                中村庫三
箱根オプション６　                      大川善士
九州温泉巡りオプション10　         堀口敏弘

　　　　　　　　　　　　　

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

命
を
守
る
「
地
震
・
津
波
防
災
教
育
」

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が

経
ち
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
を

震
源
域
と
す
る
大
地
震
・
大
津

波
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
つ
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
は
、
地
震
研
究
者
の
言
葉
か

ら
も
明
ら
か
で
す
。

　
市
で
は
、
命
を
守
る
教
育
と

し
て
、
防
災
教
育
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
津
波
防
災
教

育
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
、

そ
れ
は
、

①
想
定
を
信
じ
る
な

　
相
手
は
自
然
で
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
大
き
さ
の
津
波
が
来
る

の
か
わ
か
ら
な
い
。

②
最
善
を
尽
く
せ

　
と
に
か
く
少
し
で
も
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
こ
と
。

③
率
先
し
て
避
難
せ
よ

　
い
ざ
と
い
う
と
き
、
人
は
簡

単
に
は
避
難
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
自
分
が
率

先
し
て
避
難
す
る
人
に
な
る
こ

と
。

　
以
上
の
津
波
避
難
３
原
則
で

す
。
こ
の
教
え
は
、
当
時
、
群

馬
大
学
教
授
で
あ
っ
た
片
田
敏

孝
先
生
（
現
在
東
京
大
学
）
と

共
に
、
尾
鷲
市
の
津
波
防
災
教

育
を
始
め
た
時
か
ら
、
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地

「
釜
石
市
の
視
察
」
か
ら

　
大
地
震
と
大
津
波
の
爪
痕
が

大
き
く
残
っ
て
い
る
釜
石
市
を

視
察
し
た
時
の
こ
と
は
、
今

で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま

す
。
尾
鷲
で
産
ま
れ
、
尾
鷲
で

育
っ
た
も
の
に
と
っ
て
、
釜
石

の
海
岸
だ
け
を
見
る
と
、
故
郷

尾
鷲
と
全
く
同
じ
美
し
い
リ
ア

ス
式
海
岸
の
風
景
が
あ
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
住
宅
地
に
は
全
く

建
物
が
無
く
、
そ
の
光
景
に
目

を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
尾
鷲
の
街
を
襲
う
津

波
が
す
べ
て
を
飲
み
込
ん
で
い

く
恐
ろ
し
さ
を
現
実
の
も
の
と

し
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
た
と

き
釜
石
市
視
察
の
際
、
避
難
所

開
設(

釜
石
小
学
校)

と
運
営

に
関
わ
っ
た
釜
石
市
市
役
所
職

員
・
佐
々
木
さ
ん
の
お
話
か
ら
、

①
避
難
所
運
営
は
、
地
域
の
自

主
防
災
組
織
を
活
用
し
た
。
普

段
か
ら
学
校
・
地
域
・
防
災
課

が
連
携
を
蜜
に
し
、
相
談
し
決

め
て
い
た
。　
　
　
　

②
ト
イ
レ
が
た
い
へ
ん
な
状
況

に
な
る
。水
が
使
え
な
い
の
で
、

プ
ー
ル
の
水
を
避
難
さ
れ
た

人
々
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
運
ん

だ
。
こ
の
こ
と
は
、
運
動
不
足

解
消
や
連
帯
感
を
う
む
の
に
役

立
っ
た
。
紙
は
流
さ
ず
、
ゴ
ミ

置
き
場
を
決
め
集
め
て
い
た
。

③
職
員
室
、
校
長
室
は
使
わ
な

い
。
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の

生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
に
務
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
職
員
室

や
校
長
室
は
と
て
も
大
切
な
役

割
を
果
た
す
場
所
で
あ
り
、
避

難
所
運
営
と
は
切
り
離
し
て
考

え
る
。

　

学
校
で
は
、「
自
分
の
命
を

守
る
」
た
め
に
、
避
難
訓
練
や

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
校
・
地
域
・
防
災
課
と
の
連

携
を
強
め
、「
そ
の
時
」
に
備

え
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
教
育
委
員
会　
　

　
　
　
　
　
　
☎
�
８
２
９
２
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満
１
歳
の
お
子
さ
ま
の
写
真
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。（
誕
生
月
と
掲
載
月
が
異
な

る
場
合
も
掲
載
で
き
ま
す
。
）
写
真
に
お
子

さ
ま
の
名
前
（
よ
み
が
な
）・
保
護
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て

秘
書
広
報
係
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
ま
し
て
満
１
歳 

で
す

和
わ だ

田 栞
しおり

ちゃん
（古戸町、父・拓也 母・麻友）

マ
イ
ペ
ー
ス
な
し
ー
ち
ゃ
ん
♡

１
歳
お
め
で
と
う
!!

こ
れ
か
ら
も
誰
に
で
も
ニ
コ
ニ

コ
す
る
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
豪
で

元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
！

内
うちやま

山 豪
ごう

くん
（古戸町、父・研哉 母・未央）

尾鷲まるごとヤーヤ便

　

尾
鷲
ま
る
ご
と
ヤ
ー
ヤ
便
と
は
、

尾
鷲
観
光
物
産
協
会
・
尾
鷲
商
工
会

議
所
・
尾
鷲
市
役
所
と
、
尾
鷲
市
内

の
生
産
者
の
方
々
が
地
域
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
『
ま
ち
お
こ
し
通

販
』
で
す
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
取

組
で
、
尾
鷲
の
お
い
し
い
食
を
求
め

て
、
全
国
か
ら
毎
年
た
く
さ
ん
の
ご

注
文
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ヤ
ー
ヤ
便
は
夏
・
秋
・
冬
・
春
の

季
節
ご
と
に
１
便
、
尾
鷲
で
と
れ
た

新
鮮
な
海
の
幸
の
お
刺
身
や
干
物
は

も
ち
ろ
ん
、
お
菓
子
な
ど
の
特
産
品

を
一
緒
に
詰
め
合
わ
せ
て
、
皆
さ
ん

に
「
尾
鷲
の
旬
」
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
追
加
で
注
文
で
き
る

「
オ
プ
シ
ョ
ン
商
品
」
も
あ
り
、
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
変
更
し

た
り
、
抽
選
で
熊
野
古
道
世
界
遺

産
登
録
15
周
年
の
招
待
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し

て
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
注
文
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
便
に
は
尾
鷲
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
を
中

心
に
、
最
新
の
尾
鷲
の
情
報
を
お

届
け
す
る
「
尾
鷲
が
ん
ば
ん
り
ょ

る
新
聞
」
も
同
梱
さ
れ
て
い
る
の

で
、
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
商
品
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、『
尾
鷲

の
今
』
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と
こ

ろ
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
ヤ
ー
ヤ
便
は
今
年
で
11
周
年
を

迎
え
ま
す
。
尾
鷲
の
「
ど
う
ま

い
！
」
食
べ
物
を
全
国
の
食
卓
に

お
届
け
す
る
た
め
に
、
事
業
者
の

方
々
も
初
夏
の
暑
さ
に
負
け
じ
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
尾
鷲
観
光
物
産
協
会

　
　
　
☎
�
８
２
６
１

お気軽にご相談ください

　妊娠、出産、子育て
などお子さんの発育・
発達のことで困って
いませんか。保健師、
管理栄養士による子
育て相談を行っています。

すくすく子育て相談

【日時・場所】ご相談に応じます。
　　　　（電話可・要事前予約）

【相談窓口】福祉保健センター
相談・お問い合わせ

　福祉保健課　☎�３８７１

　 生 活 習 慣 病 予
防などの健康のこ
と、健康診査の見
方や結果のことで
悩んでいませんか？保健師、管理
栄養士による健康相談を行って
います。

体の健康相談

　こころの悩みや不調
を抱えていませんか。
　保健師による、ここ
ろの健康相談を行って
います。

こころの健康相談

てくてくウォーク

マップを無料配布しています。【配布
先・福祉保健センター２階、各コミュ
ニティーセンター】
今月の完歩達成の皆さん

（※順不同 敬称略）

奈良・京都№3　　　　　　　　  田中美幸
九州周防灘～日向灘沿い編№9　野中嘉代子
                                         　今村澄子
北海道～稚内～北見編№12　    山下恭徳
北海道～北見～札幌編№13　　 湯浅久美子
奥の細道Ｐart2 №17　            岩本 肇
北海道横断オプション１　             岡 明子
東北名所オプション２　                川口千佳子

60 万歩の旅で健康ウォーキング

（コース名 )

奥の細道オプション５　                中村庫三
箱根オプション６　                      大川善士
九州温泉巡りオプション10　         堀口敏弘

　　　　　　　　　　　　　
お問い合わせ　
福祉保健課　☎�３８７１

①
避
難
所
運
営
は
、
地
域
の
自

主
防
災
組
織
を
活
用
し
た
。
普

段
か
ら
学
校
・
地
域
・
防
災
課

が
連
携
を
蜜
に
し
、
相
談
し
決

め
て
い
た
。　
　
　
　

②
ト
イ
レ
が
た
い
へ
ん
な
状
況

に
な
る
。水
が
使
え
な
い
の
で
、

プ
ー
ル
の
水
を
避
難
さ
れ
た

人
々
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
運
ん

だ
。
こ
の
こ
と
は
、
運
動
不
足

解
消
や
連
帯
感
を
う
む
の
に
役

立
っ
た
。
紙
は
流
さ
ず
、
ゴ
ミ

置
き
場
を
決
め
集
め
て
い
た
。

③
職
員
室
、
校
長
室
は
使
わ
な

い
。
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の

生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
に
務
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
職
員
室

や
校
長
室
は
と
て
も
大
切
な
役

割
を
果
た
す
場
所
で
あ
り
、
避

難
所
運
営
と
は
切
り
離
し
て
考

え
る
。

　

学
校
で
は
、「
自
分
の
命
を

守
る
」
た
め
に
、
避
難
訓
練
や

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
校
・
地
域
・
防
災
課
と
の
連

携
を
強
め
、「
そ
の
時
」
に
備

え
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
教
育
委
員
会　
　

　
　
　
　
　
　
☎
�
８
２
９
２

休日の急病はこちら
休日診療は
尾鷲総合病院をご利用ください。

月日 薬局名
７/ ７ くろだ薬局
７/14 くろだ薬局
７/15 くろだ薬局
７/21 くろだ薬局
７/28 くろだ薬局

※午前９時～
　　　午後５時まで
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情
報
公
開
の
実
施
状
況

平
成
30
年
度
の
情
報
公
開
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
状
況

○
情
報
公
開
請
求
の
状
況

　
　
　
　
請
求
件
数　
１
１
０
件

　
　
　
　
処
理
件
数　
１
１
０
件

　
　
　
　
（
市
内
87
件
、
市
外
23
件
）

○
公
文
書
の
公
開
状
況

　
　
　
　
公
開　
　
　
　
92
件

　
　
　
　
部
分
公
開　
　
16
件

　
　
　
　
非
公
開　
　
　
０
件

　
　
　
　
不
存
在　
　
　
２
件

〇
主
な
請
求
文
書

　
　
　
　
工
事
設
計
書
な
ど

平
成
30
年
度
の
個
人
情
報

　
　
　
　
　
保
護
制
度
の
運
用
状
況

○
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届
出
件
数

　
　
　
　
　
　
　
　
２
件

固定資産税、国民健康保険税、後期高齢者保険料の納期限は７月31日㈬です。　税務課　☎�８１７３

児
童
相
談

子
育
て
、心
配
ご
と
等

９
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
２

道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
ら
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
！

　

道
路
に
穴
や
側
溝
の
蓋
の
破
損

等
が
あ
る
と
、
転
倒
や
事
故
を
引

き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
、

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、
重
大
事

故
を
防
ぎ
ま
す
。
危
険
な
状
態
を

発
見
し
た
と
き
は
、
場
所
や
破
損

状
況
を
下
記
ま
で
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
☎
�
８
２
４
２

夏
休
み
児
童
ル
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
夏
休
み
の
こ
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
中
央
公
民
館
の
１
室

を
無
料
開
放
し
ま
す
。

　
け
ん
玉
・
あ
や
と
り
・
お
絵
か
き
道
具
・

折
り
紙
・
カ
プ
ラ
な
ど
を
用
意
し
、
職
員

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
見
守
り
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

♦
日
時

夏
休
み
期
間
中
の
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
８
月
13
日
㈫
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

♦
対
象

　
小
学
生
（
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

で
あ
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

♦
利
用
料　
無
料

※
ケ
ガ
等
の
応
急
処
置
は
行
い

ま
す
が
、
参
加
者
（
保
護
者
）
の
自
己
責

任
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
状
況
次
第

で
入
室
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

   

生
涯
学
習
課　
☎
�
０
０
０
１

成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
と

予
防
接
種
の
無
料
実
施

　
こ
れ
ま
で
の
制
度
で
予
防
接
種

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対 

象 

者
：
①
尾
鷲
市
に
住
所
を
有

し
、
今
年
度
に
お
い
て
満
40
歳
に
な

る
者

（
昭
和
54
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
55

年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

②
尾
鷲
市
に
住
所
を
有
し
、
今
年
度

に
お
い
て
満
41
歳
以
上
に
な
る
者
で

あ
っ
て
過
去
に
市
が
実
施
し
た
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な

午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　商工観光課

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

財
産
、契
約
問
題
、債
務
問
題
、離

婚
、相
続
等

17
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
～
午

後
６
時
　
森 

将　
弁
護
士

人
権
相
談

差
別
、い
じ
め
、嫌
が
ら
せ
等
人

権
に
関
す
る
問
題

19
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

川
上
悦
子　
人
権
擁
護
委
員

川
上
愛
雄　
人
権
擁
護
委
員

司
法
書
士
相
談

相
続
、商
業
登
記
、遺
言
等

16
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

中
瀬
幸
志　

 

司
法
書
士

行
政
相
談

行
政
に
関
す
る
苦
情
、要
望
等

24
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

林 

正
弘  

行
政
相
談
委
員

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課☎�

８
２
５
０

相
談

女
性
相
談

就
職
、生
活
、教
育
、医
療
等

９
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
２

三
重
大
学
連
携
室
相
談

専
門
知
識
で
、企
業
が
抱
え
る
経

営
問
題
の
解
決
の
糸
口
を
提
供

し
ま
す
。

17
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

政
策
調
整
課
☎
�
８
１
３
４

〇
個
人
情
報
の

　
　
開
示
等
請
求
の
状
況

　
　
　
　
請
求
件
数　
　
　
６
件

　
　
　
　
処
理
件
数　
　
　
６
件

（
市
内
３
件
、
市
外
３
件
）

○
開
示
請
求
の
決
定
状
況

　
開
示　
　
　
　
　
０
件

　
　
　
　
一
部
開
示　
　
　
６
件

　
　
　
　
非
公
開　
　
　
　
０
件

　
　
　
　
不
存
在　
　
　
　
０
件

〇
目
的
外
利
用
及
び

　
　
外
部
提
供
件
数

　
　
　
　
目
的
外
利
用　
　
２
件

　
　
　
　
外
部
提
供　
　
　
１
件

　
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
☎
�
８
１
１
２

を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
昭
和
37
年

４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
性
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗
体
価

が
十
分
で
な
い
場
合
は
予
防
接
種
が
で

き
ま
す
。

今
年
度
通
知
対
象
者
：
昭
和
47
年
４

月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
（
ク
ー
ポ
ン
券
送
付

は
７
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
）　　
　
　
　
　
　
　
　

＊
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
47
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
、
来
年
度
以

降
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
り
ま
す
が
、
今
年

度
検
査
を
希
望
す
る
人
は
７
月
下
旬
以

降
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
：
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

料
金
：
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
と
も
に

無
料
（
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
す
）

検
査
・
接
種
場
所
：
全
国
の
協
力
医
療

機
関
（
同
封
の
案
内
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
）

※
抗
体
検
査
は
事
業
所
健
診
、
特
定
健

診
時
に
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

   

福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

く
、
検
診
を
希
望
す
る
者

申
込
方
法
：
対
象
者
①
の
人
は
市
内
医
療

機
関
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
案
内
に
同
封
の
医
療
機
関
参
照
）、
②
の

人
は
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
：
令
和
元
年
７
月
１
日
㈪
か
ら

令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

検
診
内
容
：
問
診
・
血
液
検
査
（
H
B
s

抗
原
検
査
、
H
C
V
抗
体
検
査
）

検 

診 

料
：
無　
料

お
問
い
合
わ
せ

  

福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

おわせよいとこ
ヤーヤにゃん
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尾鷲市立  天文科学館

市 民 優 待 券
有効期限　令和元年７月31日
注意

閉館30分前までに入館してください。
本券持参の市民は入館無料
１家族１回限り有効
曇りや雨天は夜間観望中止

お問い合わせ　☎�８２９３
尾鷲市教育委員会

切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い

切り取ってください

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

　
７
月
は
須
賀
利
町
及
び
輪
内
地

区
以
外
の
集
中
汲
み
取
り
と
な
り

ま
す
。
次
回
の
輪
内
地
区
の
汲
み

取
り
は
８
月
19
日
㈪
か
ら
行
い
ま

す
。
お
盆
前
は
申
し
込
み
が
集
中

し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

  
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

    
☎
�
０
６
０
５

夏
休
み
児
童
ル
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
夏
休
み
の
こ
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
中
央
公
民
館
の
１
室

を
無
料
開
放
し
ま
す
。

　
け
ん
玉
・
あ
や
と
り
・
お
絵
か
き
道
具
・

折
り
紙
・
カ
プ
ラ
な
ど
を
用
意
し
、
職
員

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
見
守
り
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

♦
日
時

夏
休
み
期
間
中
の
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
８
月
13
日
㈫
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

♦
対
象

　
小
学
生
（
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

で
あ
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

♦
利
用
料　
無
料

※
ケ
ガ
等
の
応
急
処
置
は
行
い

ま
す
が
、
参
加
者
（
保
護
者
）
の
自
己
責

任
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
状
況
次
第

で
入
室
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

   

生
涯
学
習
課　
☎
�
０
０
０
１

海の幸・山の幸！尾鷲の名産がお買い得 !!

7月6日 ㈯ 開催

午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　商工観光課

尾鷲イタダキ市

老人クラブ７月の講座 老人クラブ連合会
講座名 日時 講座名 日時

カラオケさくら  １、16日  午前９時30分～ コーラス 　休み

カラオケたんぽぽ  ８、22日  午前９時30分～ 民謡  4、18日　午前10時～ 

俳句   8日  午後１時～ 着付け   11、25日　午後１時30分～

将棋   2、24日  午後１時30分～ 日舞    5、19日　午前10時～

囲碁    9、23日  午後１時30分～ 詩吟    5、19日　午後１時30分～

書道   3、17日  午前９時30分～ 折り紙    5、19日   午前9時30分～

茶道   3、17日  午後０時30分～ 生花  12、26日　午前10時～

フラダンス         24日　午前10時～ お問い合わせ　☎�７９４１

尾
鷲
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
尾
鷲
市
の
行
事
・
催
し
・
防
災
・

災
害
な
ど
の
情
報
を
随
時
お
知

ら
せ
す
る
、公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、尾
鷲
市

エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
放
送（
オ
ワ
セ

グ
）に
つ
い
て
も
引
き
続
き
ご
覧

く
だ
さ
い
。

尾鷲市公式ツイッター
（Twitter）

を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
昭
和
37
年

４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
性
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗
体
価

が
十
分
で
な
い
場
合
は
予
防
接
種
が
で

き
ま
す
。

今
年
度
通
知
対
象
者
：
昭
和
47
年
４

月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
（
ク
ー
ポ
ン
券
送
付

は
７
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
）　　
　
　
　
　
　
　
　

＊
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
47
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
、
来
年
度
以

降
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
り
ま
す
が
、
今
年

度
検
査
を
希
望
す
る
人
は
７
月
下
旬
以

降
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
：
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

料
金
：
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
と
も
に

無
料
（
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
す
）

検
査
・
接
種
場
所
：
全
国
の
協
力
医
療

機
関
（
同
封
の
案
内
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
）

※
抗
体
検
査
は
事
業
所
健
診
、
特
定
健

診
時
に
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

   

福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
海
・
空　
航
空
自
衛
官
の
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
２
０
２
０
年
春
入
隊

予
定
の
航
空
学
生
（
自
衛
隊
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
要
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

海
上
自
衛
隊
：
18
歳
以
上
23
歳
未
満

航
空
自
衛
隊
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満

試 
験 

日　
９
月
16
日
㈪(

１
次)

※
合
格
者
は
２
次
試
験
あ
り
。

申
込
期
限　
９
月
６
日
㈮
（
締
切
日

　
　
　
　
　
ま
で
に
必
着
）

試
験
会
場　
三
重
県
津
庁
舎
（
予
定
）

試
験
内
容　
１
次
試
験
：
筆
記
試
験
、

　
　
　
　
　
適
正
検
査

※
２
次
試
験
以
降
に
つ
い
て
は
受
付

　
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

  

自
衛
隊
熊
野
地
域
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
７・８
５・２
２
１
４

　
海
上
保
安
学
校
・
大
学
高
学
生
採
用

試
験

 

海
上
保
安
庁
で
は
、
２
０
２
０
年
４

月
に
入
校
す
る
海
上
保
学
校
・
海
上

保
安
大
学
校
の
学
生
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

【
海
上
保
安
学
校
】

受
付
期
間

(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込)

７
月
16
日

㈫
～
７
月
25
日
㈭

(

郵
送
ま
た
は
持
参
申
込)

７
月
16
日

㈫
～
７
月
18
日
㈭

第
１
次
試
験
９
月
22
日
㈰

が
ん
検
診

　
胃
が
ん・肺
が
ん
検
診
（
胃
が
ん：

１
、０
０
０
円　
肺
が
ん
：
５
０
０

円　
喀
痰
検
査
：
５
０
０
円
）　

　
７
月
31
日
㈬
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

(

申
し
込
み
７
月
４
日
㈭
～)

　
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
乳

が
ん
：
１
、０
０
０
円　
子
宮
が
ん
：

１
、０
０
０
円
）

７
月
24
日
㈬
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
午

前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
（
乳
が
ん

の
み
）・
須
賀
利
荷
さ
ば
き
場
午
後

１
時
30
分
～
１
時
50
分
（
申
し
込
み

７
月
４
日
㈭
～)　

※
い
ず
れ
も
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

　
乳
が
ん
、
子
宮
頸
部
・
体
部
が
ん

検
診
は
、
次
の
医
療
機
関
で
随
時
、

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乳
が
ん
検
診　
西
井
外
科
胃
腸
科

子
宮
が
ん
検
診　
尾
鷲
総
合
病
院
、

海
山
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
今
年
度
は
、
集
団
検
診
で
の
乳
が

ん
検
診(

エ
コ
ー
検
査)

は
実
施
し

ま
せ
ん
。
エ
コ
ー
検
査
を
ご
希
望
の

人
は
、
西
井
外
科
胃
腸
科
で
随
時
受

【
海
上
保
安
大
学
校
】

受
付
期
間

(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込)

８
月
22

日
㈭
～
９
月
２
日
㈪

(

郵
送
ま
た
は
持
参
申
込)

８
月
22

日
㈭
～
８
月
26
日
㈪

第
１
次
試
験
10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

※
こ
の
募
集
に
関
す
る
詳
細
は
、
海

上
保
安
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

　
尾
鷲
海
上
保
安
部
☎
�
０
１
１
８

献
血
に
ご
協
力
を

日
時 

７
月
24
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
午
後
１
時
～
４
時

場
所 

イ
オ
ン
尾
鷲
店

対
象
者
18
～
69
歳
（
男
性
は
17
歳
も

可
能
）
で
体
重
50
㎏
以
上
の
人　

※
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
、特
定
の
海

外
渡
航
歴
の
あ
る
人
は
献
血
を
ご
遠

慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

注
意 

運
転
免
許
証・
保
険
証
な
ど
、本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

   

福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１

有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

「
広
報
お
わ
せ
」に
掲
載
希
望
の
広

告
を
募
集
し
ま
す
。
９
月
号
の
締
め

切
り
は
、７
月
17
日
㈬
で
す
。

大
き
さ 

１
枠 

縦
50
㎜
×
横
80
㎜

掲
載
料 

１
枠
に
つ
き
月
額

市
内
業
者
１
０
，０
０
０
円

市
外
業
者
１
５
，０
０
０
円

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
政
策
調
整
課 

☎
�
８
１
３
２

診
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１
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２
０
１
９（
令
和
元
年
）

７
月
号

発
行

日
　

令
和

元
年

７
月

１
日

編
集

者
　

尾
鷲

市
政

策
調

整
課

秘
書

広
報

係
〒

519-3696 三
重

県
尾

鷲
市

中
央

町
10

番
43

号
☎

0597-23-8132　
FAX0597-22-2111

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.city.ow
ase.lg.jp/

N
o.785

広
報 防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ

せ

編
集
後
記

天
文
科
学
館　
☎
�
０
５
２
５

昭和とともに誕生し、その
終わりに解体された同潤会
代官山アパート。実在した
アパートを舞台にした竹井
家四代の物語です。時代に
翻弄され、深い悲しみを乗
り越えるため、家族となっ
た八重と竹井。昭和から平
成と時代を越えても失われ
ない、家族という心の居場
所が描かれた一冊です。

一般図書

同
どうじゅんかいだいかんやま

潤会代官山アパートメント
三
み か み

上 延
え ん

 著

今年１月、みんなに愛され
た女優・市原悦子さんが亡
くなられました。この本で
は、市原さんが生前に雑誌
などで語られた言葉を紹
介 し て い ま す。仕 事 の こ
と、夫婦のこと、戦争体験、
生きるということ…。市原
さんが遺した味わい深い
言葉の数々を、ぜひあの声
を想像しながら読んでみ
てください。

市
い ち は ら え つ こ

原悦子
ことばの宝

たからもの

物
市
い ち は ら え つ こ

原悦子 著

その他
さあ、バリアフリー
温
お ん せ ん り ょ こ う

泉旅行に出
で

かけよう！
山
や ま ざ き

崎まゆみ 著

となりの家
うち

のざんね
んなお金

かね

の話
はなし

　

横
よこやまみつあき

山光昭 著  
児童図書

商店街で暮らす一匹の野良猫は、靴屋や本屋、パン屋
に飼われている猫たちの名前がうらやましくてなり
ません。お寺の猫に「自分で好きな名前を付ければい
いじゃない」と言われ探し始めますが…。猫は自分に
ぴったりの名前を見つけることができるでしょう
か？そして猫の本当に欲しかったものとは？リアル
な猫の表情にジンとくる素敵な絵本です。

なまえのないねこ

竹
た け し た ふ み こ

下文子 文
町
ま ち だ な お こ

田尚子 絵

その他
し ょ う が っ こ
うがだいすき

鬼
お に

遊
あ そ

び

廣
ひ ろ し ま れ い こ

嶋玲子 作うい さく
えがしらみちこ え

夏
好
き
で
す
が
、「
暑
さ
」

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。去
年
が
あ
ま
り
に
も
暑
く
、

そ
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

確
か
、蚊
も
少
な
か
っ
た
で
す
。今

夏
は
、平
年
並
み
？
と
聞
き
ま
す

が
、「
平
年
」が
分
か
り
か
ね
ま
す

(

笑)

そ
れ
と
、紫
外
線
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。五
月
が
一
番
キ

ツ
イ
ら
し
い
の
で
す
が
、気
温
と

相
ま
っ
て
夏
の
方
が
じ
り
じ
り
と

吸
収
し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

始
め
は
、念
入
り
に
日
焼
け
止
め

を
塗
っ
た
り
、長
袖
を
羽
織
っ
た

り
と
気
を
つ
け
ま
す
が
、い
つ
の

間
に
か「
ま
ぁ
、い
い
か
」と
な
っ

て
後
悔
す
る
パ
タ
ー
ン
。し
か
も

年
々
、日
焼
け
を
し
て
引
い
て
い

く
の
が
遅
い
気
が
し
ま
す
。さ
あ
、

今
月
か
ら
夏
な
ら
で
は
の
恒
例
イ

ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

人の動き（５月 末 現 在 ）
　人　口  17,733 人（前月比  －28）

  　（男 8,232 人　　女 9,501 人）
　世帯数 9,387 世帯  （前月比  －16 ）
　転　入    23人　    転　出     37 人
　出　生      9人　    死　亡    23 人

その他      0人　   （住民基本台帳）

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

お
は
な
し
だ
っ
こ
・
自
由
参
加

日
時７

月
４
日
㈭

対
象①

１
歳
児
以
上
と
保
護
者

午
前
10
時
～
10
時
30
分

②
０
歳
児
と
保
護
者

午
前
10
時
45
分
～11

時
15
分

　
内
容　

 

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、

わ
ら
べ
う
た
、指
遊
び
な
ど

　
※
兄
弟
で
の
参
加
は
、

「
１
歳
児
以
上
」に
ご
参
加
く
だ
さ
い

お
は
な
し
の
時
間
・
自
由
参
加

日
時７

月
６
・
20
日
㈯
午
前
11
時
～

対
象幼

児

テ
ー
マ

　

 「
海
」

内
容紙

芝
居
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

ほ
か

お
は
な
し
の
広
場
・
自
由
参
加

日
時７

月
13・27
日
㈯
午
前
11
時
～

対
象幼

児・小
学
生

内
容

　

  

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク・紙
芝
居
ほ
か

７
月
の
休
館
日

１
・
８
・
16
・
22
・
29
・
31
日

夜
間
観
望
会

５
日
㈮・６
日
㈯

　
水
星
・
ヘ
ル
ク
レ
ス
座
球
状

　
星
団（
M
13
）

12
日
㈮
・13
日
㈯

　
満
月
前
の
月・七
夕
の
星
々

19
日
㈮
・
20
日
㈯

木
星
・
ヘ
ル
ク
レ
ス
座
球
状
星

団（
M
13
）・
こ
と
座
環
状
星

雲（
M
57
）

は
く
ち
ょ
う
座
ア
ル
ビ
レ
オ

（
二
重
星
）

26
日
㈮
・
27
日
㈯

木
星
・
七
夕
の
星
々
・
さ
そ
り

座
球
状
星
団（
M
４
）・
こ
と

座
環
状
星
雲（
M
57
）

・
入
館
時
間 

午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

昼
間
の
一
般
観
望（
太
陽
観
望
）

金・土・日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
本
紙
掲
載
の
市
民
優
待
券
を

利
用
す
る
と
、入
館
無
料
と

な
り
ま
す
。


